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名 

フードバンク活動を通じた生活困窮者支援と、世界のフードバンク活動支援のノウハウ提供や普及、並びに行政機関と

の連携。 

助成
額 

   450000  円 

活動
内容 

目的 

 当団体は、食品ロス削減とその有効活用により、「豊かな国をつくる」ことをモットー
に、活動を開始した。 
日本のフードバンク数は約 230 団体だが、英国では 2500 団体・フランス 5400 団体・オ

ーストラリア 2400 団体と、他の先進国と比較すると、とても少ないことがわかる。私た
ちは、誰もが・手軽に活動できる方法、「倉庫を持たないフードバンク」を「フードシェア
リング」と呼び、世界の活動を普及することでフードバンク数を増やすことを、とても重
要な目的のひとつとしている。フードバンク数が増加することは、公共の福祉に寄与する
と信じているからである。そこで、自ら実践および普及活動を 2018 年より開始した。 

20年には東京都の学生支援を目的とした「フードシェアリング東京」を設立、21年か
ら私たちは困窮者世帯への直接支援を開始した。22 年からは倉敷市の民間企業との連携に
よる食料支援を開始し、兵庫県赤穂市にて「フードシェアリング兵庫」の設立に寄与し
た。 

20年には世界の先進事例を学ぶため、4 カ国 12のフードバンク団体を視察および活動
参加をし、そのうちのひとつ「公共冷蔵庫」は同年に岡山市で運用が開始され、現在では
全国各地に広がっている。 
このように、私たちの誰もが手軽に参加できる活動は、日本各地に浸透している。岡山

県内においても、岡山市２ヶ所、倉敷市２ヶ所、総社市、吉備中央町に拠点ができ、各拠
点と食品提供事業者の綿密な連携により、①時間的負担の軽減②きめ細やかな支援の展開
③地域内の団体との連携強化、につながっている。 
私たちは食品の配達を行うフードバンクであり、食品を受け取る側にとっては非常に貴

重な存在だと言われる。食品寄付を通じて、社会的支援の輪を継続的に広めていきたい。 
 

内容 

① 食品の寄付活動・・・週 7 回。フードシェアリング活動により、岡山市、倉敷市、
総社市などの生活困窮者や困窮者支援団体に食品を寄付する。 

② 公共冷蔵庫（コミュニティフリッジやコミュニティパントリー）の設置に向けての
支援・・・県内 1〜３ヶ所の増加を目指す。設置希望団体に対し、食品提供予定スー
パーマーケットなどの紹介を通じて、持続可能な活動となるようにサポートする。 

③ フードパントリーの活動開始に向けての支援・・・県内 1〜３ヶ所の開始を目指す。
コロナ禍を通じて、子ども食堂や福祉活動団体、SDGs 推進企業など食料配布に関
心を持つ方々が増えている。その思いの実現に寄与する。 

④ 行政機関との連携・・・1〜2ヶ所との連携を目指す。行政機関が把握している生活
保護受給前世帯への支援や、地域に子ども食堂等がない地域での定期的な食料支援



を実現する。 

成果 

① 年間 365 日の活動により、23 年度総計 18トン 653 キロの食品を 22法人に定期的に配
達し、22596 人に寄付した。困窮者世帯への直接支援は、3240 人に行った。 

② 株式会社ハローズとの連携により、コミュニティパントリーとしての公共冷蔵庫の開
始に向けて、岡山市、倉敷市などの設置希望者をサポートした。 

③ フードパントリーの活動開始に向けての支援の件数は０件であった。コロナ禍を終
え、子ども食堂等が独自に食品配布活動を開始した事例が多かったためである。一
方、定期的にフードパントリーを行っているものの、食品が集まりにくいと困ってい
た実施団体に対し、私たちの定期的な食料寄付を通じて、その活動を支援したケース
は増加している。 

④ 23年度は岡山市中区福祉事務所、岡山市保健福祉会館、岡山市北区社会福祉協議会に
定期的に食料を寄付し、市内の生活困窮世帯を支援した。他、岡山市社会福祉協議会
への食品の提供や、備前市の子ども食堂との連携による備前市社会福祉協議会への食
品の提供による要支援者支援も実現した。 

 
これらの成果を受け、食品を提供する企業も増加傾向にある。和菓子製造会社や練り
物の製造会社、ホテルなどと提携契約を締結した。また、海外のホテルチェーンから
冷蔵機能付き車輌を寄贈され、一度で 1200 キロまでの量が運搬可能になり、冷蔵・冷
凍食品の積極的な取り扱いが行えるようになった。食品の量および種類が大幅に改善
されている。 

 
 

今後
の課
題と
対応
策 

 今後の課題は、①活動に参加する人を増やすこと②活動資金の増加に対応するための寄付金を集め
ること、である。現在、70 店舗から定期的に食品を提供していただいているが、ボランティア及びス
タッフ計 17名でそれをカバーするには、特定の個人が大きな負担を抱えている部分もある。そのた
め、各地域の拠点となるメンバーを増やす必要がある。また、岡山市との担当課や出先機関との連携
が密になってきていることから、私たちの活動の社会的使命が高まっていることがわかる。食品提供
企業等が増加すると、その分活動に係る資金が欠かせない。 
 これらへの対応策として、情報発信の強化が挙げられる。本年 6月下旬までに、私たちジャパンハ
ーベストのホームページが完成し、公開される。日本語及び英語で活動の紹介や寄付金の募集、ボラ
ンティア参加を促すカレンダー機能などを備えたウェブサイドが公開されることは、情報発信におい
て、非常に重要な部分である。 
 これからも公共の福祉への寄与を目的にし、日々の活動を誠心誠意行ってまいりたい。 
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